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実生法によるチユーリッブの育種学的研究

（I）一2 一年生実生の生育
樋　浦　　巖 （育種学研究室）

　　　　　　　　　　　Iwao　HIURA

Stud1es　on　the　Tu11p　Breed1ng　by　the　Seed1mg　Method

　（丁）＿2　The　growth　oξthe　I－year－o1d　seed1i皿gs

　　　　　　　善　え　が　き

　チューリップの育種を実生法により行う場合、先ず解

晩せねばならぬことは種子を得るための交配結実上の問
　　　　　　　　　　　　　　　（1）
題である。この点については既に報告せられた如く，品

種問の交配に際しその交配親和程度に関し3型6通りの

分類が考えられた。次の段階としては得られた交配種子

の発芽に関する問題があり，そのため種子の形態と発芽

率との関係，貯蔵種子の発芽能カ，発芽の適温等につい
　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
て育種操作上問題となる点の解明に努めた。こ一㌧に報告

するものは，更に段階を進めて交配種子による実生につ

いてのものである。一般にチユーリッブの実生は開花可
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3，6，7，8）
能成熟球に達する期間（Juveniie　Phase）長く，最低5

年を要する。そしてこの間に多量の個庫が消滅し，操作

はかなり困難を伴つている。本報告は先ず実生の初年度

に於ける発育経遇を外部形態上から検討し，実生の発育

適顛を見出さんとした。

　　　　　調査方法及ぴその材料

　／953年並／954年に得られた交配種子を／955隼は冷蔵会

社倉庫（日未冷蔵松江支社），／956年は，冷蔵庫に於て

発芽させ芽長5mmに蓮したものを5寸鉢に移し，無加

温フレームと建物（二階建）の北側日陰のニカ所に分け

て設置し，測定を播下后5日目毎に行つた、調査個体数

は20個体以上を用いるようにした；調査結果の表現方法

として，生青段階を4期に分けた（図1）。即ち第1期：

球柄（drOpper　sta1k）未発生期，第2期　球柄発生期

　根部と球柄部との分化顛，第3期　球柄伸長期，第4

期：球形成顛一伸長した球柄の頂端部が直径2mm以上

の大きさに達した時。

　試験期間はてg54年／／月／ア日～／956年3月／日を／ヵ月

毎に区切り／／回行つた。猶気温を午前／0時に測定し．叉

鉾の土壊は堆肥と菜種粕を主とした培養土を用いた。

　本報告の一部は1956年第10回日本育種学会講演会で発表した。
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　　　　　　　　結　　　　果

　I・試験区と気温との関係

　実生の／生育期間申の気温と試験区とに関して大体7

群が分類された。即ち：

　（／）／rC以上の気温下に生育したもの：ク55年／0月30

日播区，’56隼／月3／日播区及び3月／日播区，

　（2）／0◎～／デCの気温下に生育したもの：’54年／／月

／ア日播区一55年1月三0日播区及び2月／5日播区，

　‘3）仔Cの気温下に生育したもの：’55年5月ア日播区

　（4）20〕～25℃の気温下に生育したもの：／55年5月

30日播区及び9月／日播区。

　（5）25cC以上の気温下に生育しテこもの：’55年6月29

日播区，（6）30oC以上の気温下に生育したもの：’55年…
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られないが低温下条件の方が高温下条件のものに比較し

て生序率は梢々高く、／5『Cの気温下条件のものか最も生

存率はよかつた、次にこれを生育経遇に従つてみると，

気温の高い条件下で生育したものは初期に於て大部分枯

死するものに対して、低温下で生育したものは生育期全

般にわたり除々に枯死するのを認めた。

　　　　　　論　　　　議

　チユーリツプを実生法により育種するに際し，J｛Ye－

ni1e　Phaseの短縮カミ望まれる如，このためには先づ実生

の生育経遇を究明せねばならぬ。未実験では先づ実生第

一隼度のものについて，気温と生育との関係を検討し

た。そして一般に気温の影響が球柄部の発生に大きく働

くことを知つたが，更に生育遇程別に検討してみるに、

先づ球柄部と根部との分化期（生育第／期）は余り気温

の影響少く大体一様に発芽種子播下後5～／0日目に表わ

れた。そして気温の影響は生育型第2期以後に顕著で，

’／5：C以下の気温下では球柄部の伸長は長期にわたり経

続しア0日以上に達するものが表われた。これに反し20二C

以上の気温は球柄部の伸長期間を短縮し球の形成期を早

めた、即ち発芽種子播下後／5～20日目に球形成期が表わ

れた。しかし極度の声温（30℃以上）下では球形成期は

必ずしも早く表われるとは限らなかつた。このような関

係はフレーム区及び日陰区ともに同様な傾向を示してい

たが，フレーム区は常に日陰区よりも最高気温が5～／0o

C高く，そのため高温の及ぼす影響が顕著に表われた。

叉／955年9月30日播区の場合は以上述べられた気温関係

を最も明瞭に示すものと思われ，初期の高温（∬C）は

球柄の伸長を促し播下後／0日目に生育型第2期が第／期と

全時に表われ㍍しかしその後の気温低下乍伴い（／0＾C）

第3期が長く経続し，第4期の球形成は40～45日目に至り

始めてみられた。即ち低温下生育型に移行したものと考

えられた。

　次に生存率と気温との関係を検討してみるに高温下条

・件では播下後初期に於て既に急激な枯死をみたのに対し

て，低温下条件ではその枯死程度ゆるやかで，これら現

象も実生の生育に際しての気温に対する反応の一面を示

すものとして興味あるものがあった。以上の点を総括し

てみるに，実生第1隼目の生育適温は一応／5．Cの近辺に

存在することが想像された。猶この実験は自然気温を年

間にわたり利用したものであるから生育気温は恒混では

無く実生の生育適温決定に未だ不備な点が多いが，実際

育種上からは種子播下の適期を見出すための興味ある問

題を提示したものと考えられた。叉ここに得られた気温

関係について、人為的に作つた気温下に於いて実生の生

育反応を1956年来調査申であるが大体同様の結果を得て

第5号　　（／95ア）

いる。詳紬については後刻報告したい。

　　　　　　　　総　　　　括

　チユーリッ’プの第／年目実生の生育適温として／5仁C附

近の気温が考えられた。これは次の結栗にもとづいた、

　／．／0oC以下の気温下の実生は球柄の伸長期間長く70

日間以上継続し，そのため球の形成が遅れた（発芽湊70

～／05日目）。

　2．蛆C以上の気温下の実生は球爾の伸長期短く（／0

～／5日間），球の形成が早く始つた（発芽後／0，20氏目）。

　3．／5℃の気温下の実生は球柄の伸長期間／0～20日間

で球の形成は発芽後25日目に始つた。

　4．球形成期に於ける実生の生存率ぽ仔Cの気温下で

生育したものが最も高く，高温下の場含（25cC以上）で

は生育期初餌より急激な枯死を示し，低温下（／0⑪C以下）

では生育期全般にわたり除々に枯死しいずれも／5℃の

場合に比較して梢々低い生存率を示した。

　謝辞　本研究は本学押田教授の指導下に行われている

実験の二部である。指導1助言を賜つた同教授に，深厚

なる感謝の意を表す。
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　　　　　　　　　騨醐蝿6

　When　tuIips　ha▽e　been　grown　by　means　of　seed－

1ing　cu1ture，　it　ofen　apPears　to　be　d三ff三cu1t　to

keep　the1m　g1owmg　Therefore　we　have　carned　out

research　on　the　poss1b111t1es　of　mf1uencmg　grow・

th，　for　1t1s　of　the　utmost1mportant　to　keep　as

1皿any　of　the　p1ants　a1ive　as　possib五e，and　to　make

them　deve1op　as’soon　as　possib1e　into　hea1thy，

f1owenng　p1ants　　　In　ad－d1t1on　1t　may　be

poss1b1e　to　shorten　the　‘‘〕uYen11e　phase”　℃f　the

seed11ngs　so　that　the　p1ants　com－e　1nto且owenng

ear11er　Then　exper1ments　on　theヱnf1uence　of
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temperature were started by the present writer 

in 1954. 

Our experiments, carried out in the field of our 

institute, with seedlings of tulips, raised from the 

seeds deri¥Ted from the cross (i, e, intraspecific 

hybridization), have shown that the optimum 

temperature of growth and development may be 

in about 15･C ih the yearly cycle, namely the 

growth of subterranean stem (i. e. dropper stalk) 

had need of about lO-20 days long after germ-

inations and the formation of bulb set out at 2 5 

days. 

HowevA-r, the growth of stalk under the_ condit-

ion of tenlperature befo~w lO*C had need of 4-bout 

70 days long and at 70-l05 days after *-ermi-

nations the formation of bulb set out. CAnd 

under the abnormal hi*aer temperature (i. e.above 

25･C) the growth of stalk had been quickened 

and the formation of bulb set out at 10-20 days. 

The survival rate of seedlings were highes't 

under the optimum temperature, and brought low 

under the higher and lower temperature. The mor-

tality under the higher temperature was high at 

the beginning of the gro~vth *~nd under the lower 

tenlperature decreased slowly in the term of 

growth 

Furthermore tlle 2nd part towarL'~Is this study 

¥~,'as a study of important comrriercial varieties 

grov~,'n ir_ Japan. This led to : (a) the classifica-

tion of the pattern appeared in the base of petals 

that there have been four categories, (b) the 

colour specification of tulip flowers that there 

have been six categories, (c) the investigations 

on the morphological distributions of pigrr,__,ents 

in tulip flowers and the analysis of pi**ments by 

the paper chrom'_tography. These- I esults so far 

obtained will be published in detail in detail in 

later issues of this periodical. 




